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名
も
な
き
手
伝
い

文
詩
集
『
み
か
わ
の
子
』
第
61
号
よ
り

表
紙
の
絵
は
、
令
和
五
年
度
「
み
か
わ

彩
発
見
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
春
・
夏
の
部
）」

最
優
秀
賞
豊
川
市
立
長
沢
小
学
校
六
年
澤

良
太
さ
ん
の
作
品
「
山
車
に
乗
る
男
　
引
っ

張
る
男
」
で
す
。

豊と
よ

田た

　
挙こ

ろ

母も

小
・
６

　
　
　
　
岩
屋
　
佑
紀

夏
休
み
の
日に

っ

誌し

の

夏
休
み
の
め
あ
て

一
日
一
回
以
上
必
ず
お
手
伝
い
を
す
る

そ
れ
と
な
く
空
白
を
う
め
た

お
母
さ
ん
が
見
て

「
期
待
し
て
い
る
ね
。」

ふ
く
み
笑
い
を
し
た

ど
う
せ
続
か
な
い
と

最
初
か
ら
見
す
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

そ
ん
な
ふ
う
に
思
わ
れ
る
の
は

し
ゃ
く
だ
け
ど

た
し
か
に
手
伝
い
は
好
き
じ
ゃ
な
い

お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
て

し
ぶ
し
ぶ
や
っ
て
い
る

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
、

　
は
が
し
て
つ
ぶ
し
て
く
れ
る
。」

お
母
さ
ん
に
た
の
ま
れ
た

「
ぼ
く
の
パ
ワ
ー
を
見
よ
。」

面
白
半
分
に
つ
ぶ
し
て
見
せ
た

「
助
か
る
よ
。」

「
え
っ
、
こ
ん
な
こ
と
で
。」

お
母
さ
ん
の
言
葉
に
ぎ
問
が
わ
く

「
家
事
に
は
こ
ん
な
こ
ま
ご
ま
と
し
た

　
作
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
よ
。」

麦
茶
の
作
り
置
き

洗
っ
た
食
器
を
た
な
へ
も
ど
す

石
け
ん
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
ほ
じ
ゅ
う

各
部
屋
の
ご
み
集
め

ぼ
く
の
宿
題
チ
ェ
ッ
ク

夏
休
み

家
事
を
す
る
お
母
さ
ん
を
観
察
す
る
と

こ
ま
ご
ま
し
た
作
業
が

家
の
中
に
あ
ふ
れ
て
い
た

「
こ
れ
ケ
ー
ス
に
し
ま
っ
て
き
て
。」

お
母
さ
ん
が
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て

重
ね
ら
れ
た
ぼ
く
の
ハ
ン
カ
チ

さ
わ
る
と
ほ
ん
の
り
温
か
く
て

心
地
良
い

身み

支じ

度た
く

用
の
収し

ゅ
う
の
う納

ケ
ー
ス
に

し
ま
う
だ
け
の
さ
さ
い
な
手
伝
い

ぼ
く
は
こ
の
手
伝
い
は

意
外
と
き
ら
い
じ
ゃ
な
い

そ
の
と
き
に
気
づ
い
た

や
っ
て
も
目
立
た
な
い

ほ
ん
の
少
し
の
こ
と

名
も
な
き
家
事
に
は

お
母
さ
ん
の
優や

さ

し
さ
が
つ
ま
っ
て
い
る

手
伝
い
を
す
る
気
持
ち
が

変
わ
っ
た
気
が
し
た

ぼ
く
に
は
何
が
で
き
る
の
か

も
っ
と
探
し
て
み
よ
う

小
さ
な
手
伝
い
で
も
毎
日
続
け
た
ら

ぼ
く
の
気
持
ち
も
伝
わ
る
か
な

お
か
あ
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
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今日から小学校生活最後の夏休みが始まります。海へ山へと出かける楽しい計画もあ

るかもしれませんね。計画をしっかり立てて，充
じゅう

実
じつ

した夏休みにしましょう。この機会

にしかできないことに挑
ちょう

戦
せん

してみるのもよいですね。

○１日の過ごし方について計画を立てましょう。

５ ６ ７ ８

午前 正午 午後

９ １０１１１２ １０１１１２１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

○学習，生活，手伝い，運動についてめあてを立てましょう。

★学習 ★生活

★運動★手伝い
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みなさんは，夜，ぐっすりねむれていますか。しっかりすいみんをとることは元気な体

と心を育てるために，とても大切です。ここでは，自分の生活を振
ふ

り返り，質
しつ

のよいすい

みんがとれているかチェックしていきましょう。

☆　人間の身体には体内時計があり，意
い

識
しき

しなくても昼間は体と心が元気に働き，夜は休

めるように切り替
か

えることができます。体内時計を正しく動かすためには，朝日をあび，

朝食を食べて体内時計をリセットする必要があります。

☆　昼間，しっかり体を動かすようにすると，１日を気持ちよく過ごすことができ，夜は

ぐっすりねむれます。

☆　暗くなると，「メラトニン」というすいみんホルモンが多く出ます。部屋が明るすぎ

たり，テレビやゲームの画面の光を見ていたりすると，メラトニンが出にくくなって

しまうので，気をつけましょう。

①　朝，起きたらカーテンを開け，朝日をあびている。

②　朝食を毎日しっかり食べている。

③　昼間，体をよく動かしている。

④　ねる直前までテレビを見たり，ゲームをしたりしないようにしている。

⑤　夜，ねるときには部屋を暗くしている。

チェック項
こう

目
もく

すいみん不足だとどうなるか？

成長ホルモンが

出されにくい。

病気になる。

集中力がなく

なり，イライラ

する。

ひらめきが

なくなり，成
せい

績
せき

が

下がる。

できていたら〇

しっかりねむって，しっかりねむって，
元気な体と心を育てよう！元気な体と心を育てよう！
しっかりねむって，しっかりねむって，

元気な体と心を育てよう！元気な体と心を育てよう！
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平成３０年７月の西日本豪
ごう

雨
う

は，多くの人

の命をうばう，とても大きな災
さい

害
がい

となってし

まいました。８０才をこえるお年寄
よ

りでも経
けい

験
けん

したことのないほどの雨量が短時間に降
ふ

っ

たことが主な原
げん

因
いん

です。しかし，よくよく調

べてみると，それよりももっと昔には水害に

あっており，その教訓を生かし切れなかった

地
ち

域
いき

もあったと聞いています。

みなさんは，自分の住んでいる地域の水害

の歴
れき

史
し

を知っていますか？愛知県でも，平成

１２年には，「東海豪
ごう

雨
う

」と名付けられるほど

の水害を経
けい

験
けん

しています。台風が毎年のよう

に上陸する日本。決してひとごとではありません。各市町村では，「ハザードマップ」

を作成しています。ハザードマップとは，過
か

去
こ

のデータをもとに，今後災害被
ひ

害
がい

が予想

される地
ち

域
いき

を地図化したものです。各家庭に配付されたり，各市町村のホームページに

アップされたりしています。

今後の災害被
ひ

害
がい

を少しでも減
へ

らすため，自分が住んでいる地
ち

域
いき

の特ちょうや水害の歴
れき

史
し

を調べてみましょう。

知っていますか？
ハザードマップ

〈地域の特ちょうや水害の歴史〉
　※例：川がそばにあり，大雨の際

さい

，川が増
ぞう

水
すい

する。
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１　次の話を読んで，写真の投
とう

稿
こう

について考えてみましょう。

さやかさんは，友達と遊びに出かけて，スマートフォンを使って，たくさんの写真をと

りました。面白い写真がとれたので，他の人にも見せたくなり，SNS に画
が

像
ぞう

をアップして

感想を書き込
こ

みました。自分の書き込
こ

みに次々と反応があり，うれしくなりました。投
とう

稿
こう

した情
じょう

報
ほう

は拡
かく

散
さん

され，フォロワーが増
ふ

えていくことに喜
よろこ

びを感じるようになりました。そ

して，かわいがっている飼
か

い猫
ねこ

の写真も次々と投
とう

稿
こう

し，夢
む

中
ちゅう

になっていきました。

投
とう

稿
こう

した写真には，飼
か

い猫
ねこ

の様子から住んでいる場所や友達と撮
と

った顔写真など，個人

情
じょう

報
ほう

に関わるものがたくさん含
ふく

まれていました。ある日，さやかさんは，通り道で会った

人に突
とつ

然
ぜん

話しかけられました。

「とてもかわいい猫
ねこ

を飼
か

っているね。」

「友達と○○町に遊びに行ったんだね。楽しそう。」

さやかさんは，自分が知らない相手が自分のことをよく知っていることに恐
きょう

怖
ふ

を感じ，

その場から走って逃
に

げ出しました。もしかして，あの人も，この人も自分のことを知って

いるかもしれないと思うと，通りすがりの人全てが怖
こわ

くなってきました。

個人情報の投
と う

稿
こ う

には危
き

険
け ん

がいっぱいです！
個人が特定される写真をインターネットやアプリに投

とう

稿
こう

することは，大変危
き

険
けん

な行
こう

為
い

です。投
とう

稿
こう

された情
じょう

報
ほう

は，想像以上の速さと規
き

模
ぼ

で様々な人々に拡
かく

散
さん

してしまう可
か

能
のう

性
せい

があります。

スマートフォンで撮
と

った写真には，たくさんの情報が含まれています！
スマートフォンで撮

と

った写真には，スマートフォンの機種や撮
さつ

影
えい

日時のほか，設定

によっては位置情
じょう

報
ほう

が含まれています。一度インターネットやアプリに投
とう

稿
こう

した写真

を回
かい

収
しゅう

することは不可能なので，投
とう

稿
こう

する前によく考えることが大切です。

３　さやかさんは，どうすればよかったと思いますか。自分の考えを書きましょう。

２　次の質問に，○か×で答えましょう。

⑴ 投
とう

稿
こう

した情
じょう

報
ほう

は，自分の知らない人にも見られる可
か

能
のう

性
せい

がある。

⑵ インターネットやアプリに投
とう

稿
こう

した写真は，回
かい

収
しゅう

することができる。

とうこう
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朝食をとることで，活動に必要なエネルギーを得ることができます。そして，1日の

生活リズムをつくります。暑い夏こそ，バランスのよい朝食を自分で作って，夏バテし

ない体づくりをこころがけましょう。

１　下の文は，三色野菜いための作り方について説明しています。（　　　）にあては

まる語句を書きましょう。

⑶　フライパンに油を入れて火にかけ，温まったら油を全体にいきわたらせる。⑵の

材料を火の通りにくい②（　　　　）→③（　　　　）→④（　　　　）の順に入

れて，手早くいためる。塩，こしょうで味をつけて火を止める。

２　フライパンの使い方について，正しい文には◯を，まちがっている文には×をつけ

ましょう。

⑴　材料の準備の前に火をつける。　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）

⑵　フライパンの柄
え

をしっかり持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）

⑶　使ったフライパンは，どんな素材のものでもたわしでごしごし洗う。 （　　　　）

【作り方】

　⑴　にんじんなどを軽くこすってあらう。

　⑵　にんじん，ピーマン，キャベツを切る。

①（　　　　切り）

１㎝くらいの

短
たん

冊
ざく

切り

三色野菜いため　１人分

【材料】

にんじん　　　　２０

ピーマン　　　　３０

キャベツ　　　　５０

油　　　　 大さじ半分

塩　　　　　　　 少々

こしょう　　　　 少々

５mm
へた

１cm

｝

夏休みの朝食づくり
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１　次の標識のうち，線対
たい

称
しょう

のものには㋐を，点対
たい

称
しょう

のものには㋑を，線対称でも点対称

でもあるものには㋒を，どちらでもないものには㋓を，（　　　）の中に書きましょう。

⑴ 　　　　　　　⑵ 　　　　　　　⑶ 　　　　　　⑷

⑸ 　　　　　　　⑹ 　　　　　　　⑺ 　　　　　　⑻

２　下の図形の対称の軸をすべて図形にかき，その数を（　　　　）に答えましょう。

（　　　　　　　） （　　　　　　　） （　　　　　　　）

（　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

（　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

正三角形 ひし形 正六角形
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３　「非
ひ

核
かく

三
さん

原
げん

則
そく

」について，□にあてはまることばをひらがなで書きましょう。

　

　「核
かく

兵
へい

器
き

を ない， ない， ない」

……生まれながらの権利を大切にする

……政治の主人公は国民

……二度と戦争はしない

①

②

③

三
つ
の
原
則

１�　日本国憲法の三つの原則について，①～③の にあてはまることばを書きま

しょう。

日本国民は，選挙で選ばれた国会議員を（　①　）
の代表とします。

わたしたちは，世界の国々となかよく（　②　）
し合い，国全土にわたって（　③　）がもたらすす
ばらしさをみなぎらせ，政府の行いによって二度と

（　④　）が起こることのないようにすることを決意
しました。

そして，わたしたちは（　⑤　）が国民にあること
を宣言して，この憲法をつくりあげました。

協力　　権利　　自由　　義務　　国民　　天皇

戦争　　平和　　主権

①

②

③

④

⑤

２�　日本国憲法の前文（要
よう

旨
し

）について，次の文の①から⑤の（　　　）にあてはまる
言葉を の中から選び，漢字で書きましょう。

わたしたちのくらしと日本国憲法①わたしたちのくらしと日本国憲法① 『NHK for School』
社会にドキリ

「日本国憲法」
もっとくわしく動画で

見てみよう
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１　口の広いびんを３つ用意して，㋐空気が入っているもの，㋑酸素だけが入っている

もの，㋒底をぬいてすきまをあけたものをつくります。それぞれに火のついたろうそ

くを入れて，同時にふたをしたらどうなるか調べてみました。

⑴　ろうそくの火が激
はげ

しく燃えるのは，

　㋐～㋒のどのびんでしょう。

　（　　　　　　　　　）　のびん

⑵　いつまでも，ろうそくが燃え続け

　るのは㋐～㋒のどのびんでしょう。

　（　　　　　　　　　）　のびん

⑶　㋒のびんの底のすき間に，火のついたせんこうを近

づけました。けむりの動きを説明しましょう。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　右下の図は空気中の気体の体積の割合を表しています。空気中でものを燃やした後

の，体積の変化について，次の問いに答えましょう。

㋒㋑㋐

空気が
入っている。

ふた

酸素だけが
入っている。

底にすきま
がある。

底
の
な
い
び
ん

ものの燃え方と空気ものの燃え方と空気

⑴　ちっ素の体積はどのように変化するでしょうか。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　酸素の体積はどのように変化するでしょうか。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑶　その他の気体の割合は増えました。その理由を

書きましょう。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

せんこう

ちっ素　 酸素　 その他

空気中の気体の体積の割合

０％　５０％　１００％

燃やす前

燃やした後 ？

『NHK for School』
ふしぎ情報局

「物を燃やすもの」

『NHK for School』
ふしぎ情報局

「燃えると出るのは」

もっとくわしく動画で見てみよう
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「夏と言えば？」と聞かれると，「海」「海水浴」と思う人も多いのではないでしょ

うか。海は，海水浴など楽しいことだけでなく，魚やウミガメ，サンゴなど多くの生

き物がくらしています。近年，海の汚
お

染
せん

やゴミの問題が深
しん

刻
こく

になっています。その影
えい

響
きょう

で，海の生き物の絶
ぜつ

滅
めつ

の危機や食の安全に関する問題に直面しています。

海を守るために自分ができることを考えて下に書き，未来の人々にもきれいな海を

残していけるように取り組んでみましょう。

SDGs（持続可能な開発目標）では，「１４. 海の豊かさを守ろう」と設定され
ています。これは，世界中の人々が安全安心で人間らしいくらしができ，地
球に住み続けられるように環境問題を解決するために考えられた目標です。

海の豊かさを守るために
取り組むこと

取り組んで気付いたこと，感じたことなど

（例）
買い物に行くとき，レジぶくろ
ではなく，エコバックをつかう。

※興味のある人は，他の SDGs の目標について調べてみましょう。
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１　次の計算をしましょう。

２　次の問いに答えましょう。

（式）

答え（　　　　　　　　）

⑴ 　１ｄＬで ５
６
㎡ぬれるペンキがあります。このペンキ４ｄＬでぬれる面積は何㎡

ですか。

（式）

答え（　　　　　　　　）

⑵　底辺
４

７
㎝，高さ３㎝の三角形の面積は，何㎠ですか。

⑴　１
３
×４ ⑵　７

９
×１０

⑶　１
６
×３ ⑷　５

３
×９

⑸　１
２
÷３ ⑹　４

３
÷９

⑺　５
６
÷１５ ⑻　１２

５
÷３６
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①子どもに教育を受
けさせること

②思想や学問の自由 ③働く人が団結する
権利

④仕事について働く
こと

⑤個人の尊重，男女
平等

⑥言
げん

論
ろん

や集会の自由 ⑦裁
さい

判
ばん

を受けること ⑧教育を受けること

⑨健康で文化的な生活
を営むこと（生

せい

存
ぞん

権
けん

）

⑩税金を納
おさ

めること ⑪居住や移転，職業
を選ぶ自由

⑫政治に参加するこ
と（参

さん

政
せい

権
けん

）

次の資料を見て，あとの問いに答えましょう。

１ 　国民の権利と義務について，上の資料から関係の深いものを選んで番号を（　　）
の中に書きましょう。

ア　小中学生は，無
む

償
しょう

で教科書がもらえる。 （　　　　）

イ　体の不自由なお年寄りが，福
ふく

祉
し

センターで入浴サービスを受ける

　　ことができる。 （　　　　）

ウ　政治について，賛成や反対の意見を自由に言うことができる。 （　　　　）

エ　スーパーで買い物をすると消費税を納める。 （　　　　）

オ　家の人は，会社や工場で働いている。 （　　　　）

カ　となりの町に新しい家を建て，引っ越した。 （　　　　）

キ　男性（女性）の職場とされていた分野で，女性（男性）が働くようになった。

（　　　　）

２　上の資料で国民の義務にあてはまるものを３つ選び， に番号を書きましょう。

わたしたちのくらしと日本国憲法②わたしたちのくらしと日本国憲法② 『NHK for School』
社会にドキリ

「権利と義務」
もっとくわしく動画で

見てみよう
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一 

　

に
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
必
要
が
あ
れ
ば
、
送
り
が

な
も
書
き
ま
し
ょ
う
。

二
　

│
の
部
分
の
読
み
が
な
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑽

ち

い

き

⑾

こ
き
ょ
う

⑿

い
ち
ょ
う

⑴

す

な

ば

⑵

ず

の

う

こ
と
な
る

⑶

こ
く
も
つ

⑼

は
っ
て
ん

⑻

け
い
さ
つ

⑺ ⑷

ろ
う
ど
く

⑹

あ
ぶ
な
い

⑸

う
ら
ぐ
ち

⑷
巻
　
　
末
　
　
の
　
　
解
　
　
説
　
　
を
　
　
読
　
　
む
。

（
　
　
　
　
　
）（
　
　
　
　
　
）（
　
　
　
　
　
）

（
　
　
　
　
　
）　（
　
　
　
　
　
　
）

⑸
傷
　
　
口
　
　
か
　
ら
　
　
出
　
　
血
　
　
す
　
る 

。

⑹
論
　
　
理
　
　
的
　
　
に
　
　
述
　
べ
　
る 

。

（
　
　
　
　
　
　
）　（
　
　
　
　
　
）

⑴
祖
　
　
先
　
　
を
　
　
敬
　
　
う 

。

（
　
　
　
　
　
）（
　
　
　
　
　
）

（
　
　
　
　
　
　
　
　
）　（
　
　
　
　
　
）

⑶
非
　
　
　
常
　
　
　
口
　
　
を
　
　
閉
　
じ
　
る 

。

（
　
　
　
　
　
　
　
　
）　（
　
　
　
　
　
）

⑵
養
　
　
　
蚕
　
　
　
業
　
　
を
　
　
営
　
　
む 

。
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１　１個　円の消しゴムを８個買います。

⑴　代金を　円として，　 と　の関係を式に表しましょう。

（式）

⑵　　の値９０に対応する　の値を求めましょう。
式（　　　　　　　　　　　　　　　）

答え（　　　　　　　　　）

３　右の図形の面積を，いろいろな考え方で求めました。
　⑴　それぞれの式に合う図を選び，記号で答えましょう。

⑵　⑴で選ばなかった１つの図について，どのような式で求めることができるでしょ
うか。式を書きましょう。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　①　　×（６－２）＋５×２

　②　５×６－（５－　）×（６－２）

（　　　　　）

（　　　　　）

う

⑴　４０＋　（　　　　）　　　　⑵　４０－　（　　　　）　

⑶　４０×　（　　　　）　　　　⑷　４０÷　（　　　　）　

２　次の⑴～⑷の式は，下の㋐～㋓のどの式を表したものですか。記号を書きましょう。

㋐　あめ４０個のうち，　個食べたときの残りの数
㋑　４０円のえん筆と 円の折り紙を買ったときの代金

㋒　面積が４０㎡の長方形の縦の長さが ｍのときの横の長さ

㋓　１個４０円のチョコレートを 人に１個ずつ買ったときの代金

あ い

　㎝
５㎝

６㎝

２㎝

（式）
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３�　（　　）にあてはまることばを下の から選んで省
しょう

の名前を完成させ，仕事の

内容とつながるものを線で結びましょう。

１�　内閣と国会の働きについて，下の資料を見て，⑴～⑸の出来事が，国会の働きなら

ばＡを，内閣の働きならばＢを（　　）に書きましょう。

２　選挙について，⑴～⑶の（　　）にあてはまることばを◯でかこみましょう。

　⑴　国会での話し合いは選挙で選ばれた（市議会議員・国会議員）によって進められる。

　⑵　選挙で投票することは，（１８才・２０才）以上の国民に認められている。

　⑶　選挙で投票することは，国民が政治に参加する大切な（権利・義務）である。

（　　　）部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

　・

（　　　）務
む

省
しょう

　　　・

（　　　）生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

　・

（　　　）土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

　・

・　国民の健康や労働に関する仕事

・　教育や科学，文化，スポーツなどに関する仕事

・　国土の整備や交通に関する仕事

・　外交に関する仕事

外　　　内　　　国　　　厚　　　文

国の政治のしくみと選挙①国の政治のしくみと選挙①

⑴　（　　　）内閣総理大臣を選んだ。

⑵　（　　　）外国と新しい条約を結んだ。

⑶　（　　　）裁
さい

判
ばん

官
かん

を裁
さば

く裁
さい

判
ばん

を行った。

⑷　（　　　）国の法
ほう

律
りつ

をつくった。

⑸　（　　　） 予算をもとに高速道路の建

設を行った。

国会の働き

・内閣総理大臣を国会議員の中から選ぶ

・国の法
ほう

律
りつ

をつくる

・裁
さい

判
ばん

官
かん

を裁
さば

く裁
さい

判
ばん

を行う

・国の予算を話し合って決める

・外国と結んだ条約を承
しょう

認
にん

する など

内閣の働き

・法
ほう

律
りつ

や予算をもとに，実際に国の仕事を行う

・法
ほう

律
りつ

案や予算案をつくり，国会に提出する

・外国と条約を結ぶ など
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２　（　）の中の単位で表しましょう。

時間（分） （ ）⑴ １
５

３０秒（分） （ ）⑶

（ ）時間（分）⑵ ７
６

（ ）１００分（時間）⑷

１　次の数の逆数を書きましょう。

（ ）⑴ ４
７ （ ）⑵ ９ （ ）⑶ ０.１

４　次の式の答えを大きい順に並べ記号で答えましょう。

⑴

⑵

７０×あ ４
７

１２０÷あ ３
５

１２０÷え ５
８

１２０÷１う １
３

１２０÷２い

７０×い ６
５

７０×え １
２

７０×２う

３�　自転車に乗って，時速１５㎞で４０分走りました。走った道のりは何㎞ですか。

答え（　　　　　　　）

（式）
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⑴
　
ア
の
読
み
仮
名
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

⑵ 

　
次
の
文
章
は
、
漢
詩
の
意
味
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
で
す
。

（
　
　
）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
左
の

か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
ま
し
ょ
う
。

　 

　 

　（
①
　
　
　
）
の
夜
は
暖
か
く
て
ね
ご
こ
ち
が
よ
く
、（
②
　
　
　
）

が
明
け
て
も
な
か
な
か
目
を
覚
ま
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
ち
こ

ち
か
ら
（
③
　
　
　
）
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
う
い
え
ば
、

昨
夜
は
（
④
　
　
　
　
）
の
音
が
し
て
い
た
。
花
は
ど
れ
く
ら
い

（
⑤
　
　
　
　
）
こ
と
だ
ろ
う
か
。

一
　
次
の
漢
文
の
読
み
仮
名
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

百
聞
不
如
一
見

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

二 

　
次
の
文
章
は
、
中
国
の
昔
の
書
物
「
論
語
」
に
書
か
れ
て
い
た

も
の
で
す
。
次
の
文
章
の
意
味
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
左
の

か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
一
を
聞
き
て
以

（

も

っ

て

）

つ
て
十
を
知
る
。 
（
　
　
　
）

⑵
　
故
き
を
温
め
て
新
し
き
を
知
る
、
以

（

も

っ

て

）

つ
て
師
と
な
る
べ
し
。

 

（
　
　
　
）

⑶
　
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に
施

ほ
ど
こ

す
こ
と
勿な

か
れ
。 

（
　
　
　
）

三
　
次
の
漢
詩
に
つ
い
て
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

ア
　 

昔
の
こ
と
を
じ
っ
く
り
と
学
び
、
そ
こ
に
新
し
い
考
え
方
を

見
つ
け
出
せ
れ
ば
、
人
の
師
と
な
れ
る
だ
ろ
う
。

イ
　
自
分
が
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
、
他
人
に
し
て
は
い
け
な
い
。

ウ
　
一
つ
の
こ
と
を
聞
い
た
だ
け
で
、
十
の
こ
と
を
さ
と
る
。

春
眠
暁
を
覚
え
ず
　
…
ア

処
処
啼
鳥
を
聞
く

夜
来
風
雨
の
声

花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
ぞ

ア
　
さ
い
た
　
　
イ
　
春
　
　
　
ウ
　
朝

エ
　
秋
　
　
　
　
オ
　
雨
風
　
　
カ
　
夜

キ
　
虫
　
　
　
　
ク
　
鳥
　
　
　
ケ
　
散
っ
た
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五
・
七
・
五
の
十
七
文
字
に
こ
め
ら
れ
た
心
は
深
い
。

俳は
い

句く

の
真
心
と
は
何
か
。

芭ば

蕉
し
ょ
う

を
慕し

た

い
、
芭ば

蕉
し
ょ
う

の
求
め
た
本
当
の
句く

を
求
め
て
、
句く

の
道
に
生

き
た
一
人
の
俳は

い

人じ
ん

が
い
た
。

カ
エ
ル
の
句

一
七
六
二
年
（
宝ほ

う

暦れ
き

十
二
年
）、
俳は

い

号ご
う

（
俳
句
を
つ
く
る
時
の
名
）
を
「
暁

き
ょ
う

台た
い

」
と
変
え
た
平へ

い

兵べ

衛え

は
、
矢や

作は
ぎ

（
今
の
岡
崎
市
矢
作
町
）
で
開
か
れ
た
記
念

碑ひ

の
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

に
参
加
し
た
。
俳は

い

句く

仲
間
が
、
芭ば

蕉
し
ょ
う

を
た
た
え
る
「
蛙

か
わ
ず

塚づ
か

」
の
碑ひ

を
建
て
た
か
ら
で
あ
る
。

碑ひ

に
は
、
暁

き
ょ
う

台た
い

が
た
の
ま
れ
て
書
い
た
芭ば

蕉
し
ょ
う

の
名め

い

句く

、

　
古
池
や
　
か
わ
ず
飛
び
こ
む
　
水
の
音

が
刻き

ざ

ま
れ
て
い
た
。

碑ひ

の
前
で
、
記
念
の
句く

会
が
開
か
れ
た
。

　
湖
の
　
水
な
き
こ
ぼ
す
　
か
わ
ず
か
な

暁
き
ょ
う

台た
い

の
句く

が
よ
ま
れ
る
と
、
参
加
者
か
ら

「
お
う
っ
。」

と
い
う
お
ど
ろ
き
の
声
が
い
っ
せ
い
に
あ
が
っ
た
。

ー 

静
か
な
古
池
の
ほ
と
り
、
カ
エ
ル
が
一
ぴ
き
、
池
に
飛
び
こ
ん
だ
。
そ
の
水

音
が
消
え
て
し
ま
う
と
、
辺
り
は
前
よ
り
も
、
一い

ち

段だ
ん

と
静
け
さ
が
深
ま
っ
て

い
た
ー

と
、
池
の
深
い
静
け
さ
を
よ
ん
だ
芭ば

蕉
し
ょ
う

の
句く

に
対
し
、
暁

き
ょ
う

台た
い

の
句く

は
、
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、

ー 

い
っ
ぱ
い
に
水
を
た
た
え
た
湖
。
そ
の
辺
り
で
さ
か
ん
に
鳴
く
カ
エ
ル
の
声

は
、
ま
る
で
、
湖
面
か
ら
こ
ぼ
れ
出
す
よ
う
で
あ
る
ー

と
、
池
の
広
さ
と
明
る
さ
を
よ
ん
で
い
た
。
暁

き
ょ
う

台た
い

は
、
そ
の
場
に
い
る
人
た
ち

に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
み
な
さ
ん
は
、※

蕉
し
ょ
う

翁お
う

の
句く

と
わ
た
し
の
句く

が
ま
る
き
り
ち
が
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
心
は
同
じ
で
す
。」

「
ど
う
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。」

「
蕉
翁
が
静
か
な
句
を
よ
ま
れ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
句
が
よ
い
と
い
う
の
は
ま

ち
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
た
だ
の
ま
ね
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
蕉
翁
の
カ
エ

ル
も
わ
た
し
の
カ
エ
ル
も
、
句
の
中
で
生
き
て
い
る
カ
エ
ル
で
す
。
わ
た
し

の
よ
ん
だ
カ
エ
ル
た
ち
の
中
に
は
、
わ
た
し
自
身
も
、
み
な
さ
ん
も
い
ま
す
。

こ
の
た
く
さ
ん
の
カ
エ
ル
た
ち
は
、
蕉
翁
の
句
を
目
ざ
し
て
い
る
わ
た
し
た

ち
な
の
で
す
。」

暁
き
ょ
う

台た
い

は
、
そ
う
言
い
き
っ
て
話
を
終
え
た
。
人
々
は
心
を
ふ
る
わ
せ
、
句く

会

に
張は

り
つ
め
た
空
気
が
流
れ
た
。

こ
の
会
で
作
ら
れ
た
句く

は
、
す
ぐ
に
「
蛙あ

啼て
い

集
し
ゅ
う

」
と
い
う
本
に
ま
と
め
ら
れ
、

大
変
な
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

に
な
っ
た
。

数
年
後
、
暁

き
ょ
う

台た
い

は
東
海
で
は
一
番
の
俳は

い

句く

の
先
生
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
、
江
戸
に
は
大
島
蓼

り
ょ
う

太た

、
上か

み

方が
た

（
今
の
京
都
・
大
阪
方
面
）

に
は
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

と
い
う
俳は

い

人じ
ん

が
い
て
、
大
き
な
勢せ

い

力
り
ょ
く

を
も
っ
て
い
た
。
暁

き
ょ
う

台た
い

は

二
人
を
訪た

ず

ね
、
本
当
の
俳は

い

句く

を
求
め
て
、
熱
心
に
語
り
合
っ
た
。
ま
た
、
旅
を

好
ん
だ
芭ば

蕉
し
ょ
う

の
あ
と
を
追
い
、
東
北
や
北
陸
ま
で
出
か
け
て
、
た
く
さ
ん
の
す

ぐ
れ
た
句く

を
残
し
た
。

※
蕉
し
ょ
う

翁お
う

…
松
尾
芭ば

蕉
し
ょ
う

の
こ
と
を
う
や
ま
っ
て
い
う
呼
び
方

（「
あ
い
ち
の
偉
人
」
１
　
愛
知
県
教
育
振
興
会
よ
り
）

芭
蕉
を
し
た
っ
て
鳴
く
カ
エ
ル

　加
藤
暁
台

ば

　し
ょ
う

か

　と
う 

き
ょ
う

　た
い

読
み
ま
し
た
サ
イ
ン
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１　よごれを調べて，そうじの計画を立てましょう。

なぜ毎日そうじをするのでしょうか。そうじをしないと気持ち悪いだけでなく，かび

やダニが発生するなど体にもよくない影
えい

響
きょう

が出てきます。自分や家族が健康で快
かい

適
てき

に過

ごすことができるように，家の中のよごれやごみの種類を調べ，その場所にあったそう

じの仕方を考え，そうじ用具を選んで実
じっ

践
せん

してみましょう。また，できるだけ洗
せん

剤
ざい

を使

わない工夫，身近にある用具の使い方や節水の工夫について考え，環
かん

境
きょう

にも配
はい

慮
りょ

して，

身の回りを快
かい

適
てき

にしましょう。

２　そうじが終わったら，ふり返りましょう。

場　所 よごれやごみの種類 そうじの仕方

（例）
リビング

（例）
ほこり，かみの毛
食べこぼしのよごれ

（例）
①そうじ機でごみを吸い取る。
②ぞうきんでふく。
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み
な
さ
ん
は
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
す
か
。
本
に
は
、
物
語
や

何
か
を
調
べ
る
た
め
の
本
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま

す
。
学
校
図
書
館
の
本
の
背
表
紙
に
ラ
ベ
ル
が
つ
い
て
い
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、
本
の
住
所
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

地
域
の
図
書
館
に
置
い
て
あ
る
本
や
資
料
も
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
学
校
の
図
書
館
と
同
じ
よ
う
に

「
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）」
で
分
類
さ
れ
、

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
類
は
、
左
の
表
の
通
り

０
か
ら
９
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
お
お
よ
そ
の
分

類
を
覚
え
て
お
く
と
、
本
を
さ
が
す
と
き
、
便
利

で
す
。

夏
休
み
に
読
ん
だ
本
を
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
心
に
残
っ
た
文
や
感
想
を
記
録
し
て
お
く
と
、

あ
と
か
ら
思
い
出
す
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
本
を
読
ん
で
、
新
し
い
世

界
を
知
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

日本十進分類法（ＮＤＣ）

０類　総記・百科事典など

１類　哲
てつ

学
がく

・道徳・宗
しゅう

教
きょう

２類　歴史・地理・伝記

３類　社会科学

４類　自然科学

５類　技術・工業・家庭

６類　産業・交通・通信

７類　芸術・体育

８類　言語

９類　文学

９１３

ア

２７年度

　この本は９類

だから，種類は

「文学」だね。

・本の分類

・著
ちょ

者
しゃ

名の頭文字

・本が図書室に来た年

題　名 著者名 分類

心に残った文や言葉，感想
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　ジャガイモの葉に日光が当たると，デンプンができるかどうかを調べる実験をしまし

た。下の図を見て，問いに答えましょう。

⑶　実験結果から分かった日光とデンプンの関係について書きましょう。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑴　葉にデンプンがあるかどうかを調べるときに使う薬品は何ですか。（　　　　　　）

⑵　実験の結果を下の表にまとめましょう。

１　準備〈前日の午後〉
　日光が当たらないように，アルミ

ニウムはくをかぶせる。

※　㋑と㋒には形のちがう切れこみを入れて，区別でき
るようにする。

２　実験〈当日の朝すぐ〉
　　　　　（日光を当てる前）

　㋐の葉にデンプンがあるか
調べる。

２　実験〈４～５時間後〉
　　　　　（日光を当てた後）

　㋑の葉にデンプンがあるか
調べる。

２　実験〈４～５時間後〉
　　　　　（日光に当てない）

　㋒の葉にデンプンがあるか
調べる。

ア イ ウ

アルミニウムはくを取る
アルミニウムは
くを取る

アルミニウムはくをしたまま

薬品につけた後の色の変化 デンプンがあるかどうか

㋐日光に当てる前

㋑日光に当てる

㋒日光に当てない

『NHK for School』
ふしぎ情報局

「植物を育てるのは」
もっとくわしく動画で

見てみよう
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衆しゅ
う
ぎ
い
ん

議
院
の
解
散
を
決
め
る

裁さい
ば
ん判

官
を
裁さば
く
裁
判
を
す
る

政治が憲
けん
法
ぽう
にい反していないか調べる

国会＜立法権＞

内閣＜行政権＞ 裁判所＜司法権＞
 ⑤ 

④  ⑥ 

①（　　　　）

②（　　　　） ③（　　　　）

国　　民

　⑴　上の図の①～③にあてはまることばを，下の　　　 から選び，（　　　）に記号

　を書きましょう。

　①　成人の日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月の第　　月曜日

　②　建国記念の日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　　 日

　③　憲
けん

法
ぽう

記念日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　　 日

　④　こどもの日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　　 日

　⑵　上の図の④～⑥にあてはまる文を，下のＡ～Ｃから選び，記号を書きましょう。
　　Ａ　内閣総理大臣を指名する。

　　Ｂ　法律が憲法に反していないか調べる。

　　Ｃ　最高裁判所の長官を指名する。

　⑶�　次の文の中から，国会の役割についてあてはまる文にはあ，内閣の役割につい
てあてはまる文にはい，裁判所の役割についてあてはまる文にはうを（　　　）
に書きましょう。

　　①（　　　） 決められた法律や予算にもとづいて，いろいろな仕事を，責任をもっ
て行う。

　　②（　　　）争いごとを解決したり，罪のあるなしを決めたりする。
　　③（　　　）話し合いを行い，国のきまり（法律）や予算を決める。

１　次の図を見て，あとの問題に答えましょう。

２　国民の祝日について，次の文の　　　 にあてはまる数字を書きましょう。

ア　選挙　　　イ　世
せ

論
ろん

　　　ウ　国
こく

民
みん

審
しん

査
さ

大
お と な

人になったことを自覚し，自分自身の力で生き
ていこうとする若

わか

者
もの

を祝いはげます。

国がつくられた昔を思い，国を愛する心を養う。

日本国憲法の施
し

行
こう

を記念し，国の成長を願う。

子どもの人格を重んじ，子どもの幸福が実現され
るよう努力するとともに，母に感謝する。

国の政治のしくみと選挙②国の政治のしくみと選挙②
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３　体を守るていこう力について，関係の深いものを線で結びましょう。

食中毒　　　風しん　　インフルエンザ

肺
はい

がん　　　結
けっ

かく　　ましん（はしか）

な　み　だ

血　液

皮　ふ

腸の中にすんでいる

大
だい

腸
ちょう

菌
きん

や乳
にゅう

酸
さん

菌
きん

など

・

・

・

・

・体に入った病原体とたたかう。

・病原体が増えるのを防ぐ。

・病原体が体に入るのを防ぐ。

・
病原体が体に入ろうとするのを

はね返す。

ア　運動不足 イ　病原体がついた手で食事する

ウ　急に寒くなる エ　空気といっしょに吸い込む

オ　すいみん不足 カ　つかれている

キ　空気がかんそうしている

ク　あまい物，塩からい物，あぶらっこい物を食べ過ぎる

２　病原体がもとになって起こる病気を，下の の中から５つ選んで書きましょう。

　　（　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　）

１�　病気の起こり方について，関係の深いものを下のア～クから選んで，（　　）の中

に記号で書きなさい。

⑴　病原体が体の中に入って起こる ……………………………… （　　　），（　　　）

⑵　体のていこう力が弱まって起こる………………………………………… （　　　）

⑶　環境が関わって起こる ………………………………………… （　　　），（　　　）

⑷　生活の仕方が関わって起こる…………………… （　　　），（　　　），（　　　）
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１�　右の図は，ホウセンカの葉の表面をけんび鏡で調べたものです。この図を見て，次
の問いに答えましょう。

⑴　葉の表面にある小さな穴
あな

を何といいますか。

　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）

⑵ 　根からとり入れられた水は，水
すい

蒸
じょう

気
き

となって，おも

に小さな穴を通して外へ出ていきます。このことを，

何といいますか。　　　　　（　　　　　　　　　　）

⑵ 　葉の先まで青くなったホウセンカの葉のつけ根，根，くき（たてに切ったところ）
の断面の様子を正しく表している方を（　　）に書きましょう。

①葉のつけ根　（　　　　　　）

②根　　　　　（　　　　　　）

③くき　　　　（　　　　　　）

ア イ

ア イ

ア イ

２�　ホウセンカの根を青い色水にひたして，しばらくしてから観察しました。この実験
について，次の問いに答えましょう。

⑴ 　数時間後の様子で，正しいもの２つを選びましょう。
　ア　数時間後も，水面の位置は変わっていない。

　イ　葉は，全体が青く染まっている。

　ウ　根の断面で，青く染まっている部分は水の通り道である。

　エ　くきには，青く染まっている部分がない。

 （　　　　）（　　　　）

植物染色液
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二
　
次
の
熟
語
を
、
組
み
立
て
が
分
か
る
よ
う
に
、
例
に
な
ら
っ
て
一

つ
一
つ
の
語
に
分
け
ま
し
ょ
う
。

《
例
》
宇
宙
飛
行
士
　   

↓
　（ 

　
宇
宙  

＋  

飛
行  

＋  

士
　
）

⑴
　
未
解
決
事
件
　
　
　
　
↓
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

⑵
　
日
本
列
島
　
　
　
　
　
↓
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

⑶
　
春
夏
秋
冬
　
　
　
　
　
↓
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

⑷
　
全
国
交
通
安
全
運
動
　
↓
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一 

　
次
の
熟
語
の
組
み
立
て
を

か
ら
選
ん
で
、
記
号
を
書
き

ま
し
ょ
う
。

⑴
　
警
察
署
　（
　
　
　
）　
　
　
⑵
　
市
町
村
　（
　
　
　
）　

⑶
　
安
全
性
　（
　
　
　
）　
　
　
⑷
　
不
公
平
　（
　
　
　
）

⑸
　
新
記
録
　（
　
　
　
）　
　
　
⑹
　
衣
食
住
　（
　
　
　
）

ア
　
○ 

│ 

○ 

│ 

○
（
一
字
の
語
が
三
つ
な
ら
ぶ
）

イ
　
○ 

│ 

○
○     

（
一
字
の
語 

＋ 

二
字
熟
語
）

ウ
　
○
○ 

│ 

○     

（
二
字
熟
語 

＋ 

一
字
の
語
）

三
　
漢
字
に
は
、
同
じ
読
み
方
を
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
の

　
の
中
の
言
葉
を
漢
字
を
使
っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

四
　
対
に
な
る
意
味
の
言
葉
を
漢
字
を
使
っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
⑴
　
　
さ
ん
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
た
い

　
⑵
　
　
み

ら

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
こ

⑴
　
よ

う

い

明
日
の
遠
足
の
　
　
　
　
　
を
す
る
。

こ
の
問
題
を
解
く
の
は
　
　
　
　
　
で
は
な
い
。

⑵
　
さ
い
か
い

久
し
ぶ
り
に
、
友
達
と
　
　
　
　
　
す
る
。

中
断
し
て
い
た
試
合
が
　
　
　
　
　
さ
れ
る
。

⑶
　
え
い
せ
い

台
所
の
　
　
　
　
　
状
態
に
気
を
つ
け
る
。
　
　

人
工
　
　
　
　
　
を
打
ち
上
げ
る
。

（
）

（
）

（
）

（
）

24

　　　　月　　　　日　　　　曜日

見
本



⑴　対物レンズを一番高い倍率にする。接眼レンズをのぞ
きながら，反射鏡の向きを変えて，明るく見えるように

する。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）

⑵　プレパラートをステージの上に置き，観察したい部分
が，穴

あな

の中央にくるようにする。　（　　　　　　　　）

⑶　横から見ながら調節ねじを少しずつ回し，対物レンズ
とプレパラートの間をできるだけ広くする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）

⑷　接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回し，対物レン
ズとプレパラートの間を少しずつ広げて，ピントを合わ

せる。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）

⑸　対物レンズや接眼レンズを変えて，明るさを変える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）

１　気体検知管の使い方について，正しい場合は○を，まちがっている場合は×を（　）
の中に書きましょう。

⑴　二酸化炭素用の検知管は，使用後熱くなるので，すぐにさわってはいけない。
 （　　　　）

⑵　二酸化炭素用の検知管は，濃度によって検知管を使い分ける必要がある。
 （　　　　）

⑶　検知管に書かれている取りこむ気体の量に合うようにハンドルを回す。
 （　　　　）

２　けんび鏡の使い方について，下線部が正しい場合は○を，まちがっている場合には
正しい語句を（　　　　）の中に書きましょう。

接眼レンズ
つつ

アーム

調節
ねじ

レボルバー

対物レンズ
クリップ

ステージ

反射鏡
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１　次の計算をしましょう。

２　次の問いに答えましょう。

（式）

答え（　　　　　　　　）

⑴ 　たて ３
５
ｍ，横

１０

９
ｍの長方形の形をした花だんの面積は，何㎡ですか。

（式）

答え（　　　　　　　　）

⑵　１ｍの重さが
４

７
の鉄の棒

ぼう

があります。この鉄の棒
ぼう １０

７
ｍの重さは何 ですか。

⑴　１
２
×
３

５
 ⑵　３

４
×
９

５

⑶　８× ２
９
 ⑷　１１

７
×２

２

３

⑸　１
３
×
３

４
 ⑹　１１

２
×２

１

６

⑺� ９
１０
×
５

６
 ⑻　６

５
×
３

８
×
５

９
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⑴　図のＡ，Ｂの器官の名前を書きましょう。

　Ａ（　　　　　　　　　）Ｂ（　　　　　　　　　）

⑵　Bの中で，血液中にとり入れられるものと，血液

中からとり出されるものをそれぞれ答えましょう。

　①とり入れられるもの（　　　　　　　　　　　）

　②とり出されるもの　 （　　　　　　　　　　　）

⑶　魚は，人とは違った方法で呼吸をしています。図

の Cの裏側にある部分の名前を書きましょう。　　

　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

２　血液が全身をめぐることについて，次の（　　　）にあてはまることばを下の

から選んで記号で書きましょう。

　　血液は，ポンプのようなはたらきをする①（　　　 ）によって，全身に送り

出される。①の動きを②（　　　 ）といい，それによって起こる血管の動きを

③（　　　 ）という。肺で取り入れられた④（　　　 ）は，血液によって①に

送られ，血液によって全身に運ばれる。また，血液中の⑤（　　　 ）も，血液によっ

て①に送られ，さらに血液によって肺に運ばれる。血液が全身をめぐることを，

血液の⑥（　　　 ）という。

１　右の図は，人や魚が呼吸を行う部分を表したものです。次の問いに答えましょう。

ア：じん臓
ぞう

　　　イ：心臓
ぞう

　　　ウ：かん臓
ぞう

　　　エ：はく動　　　オ：脈はく
カ：じゅんかん　キ：呼吸　　　ク：酸素　　　　ケ：二酸化炭素

A

C

B
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mother（母）　father（父）　brother（兄弟）　sister（姉妹）　grandmother（祖母）

grandfather（祖父）　friend（友達）　classmate（クラスメート）
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例文のように，自こしょうかい文を右の２８ページに書いてみましょう。文をふやし

てもよいです。（□の部分は，下を参考にして自分に合わせて書きましょう。）

〈例〉

それは　わたしの母から　もらったものです。　

わたしの　たからものは　このボールです。

わたしは　サッカーが　好きです。

わたしは　せいたです。

【colors（色）】blue（青）　red（赤）　yellow（黄色）　green（緑）　black（黒）

brown（茶色）　orange（だいだい）　purple（むらさき）　pink（もも）　white（白）

【sports（スポーツ）】baseball（野球）　basketball（バスケットボール）

tennis（テニス）　badminton（バドミントン）　table tennis（卓
たっ

球
きゅう

）

volleyball（バレーボール）　

I t ’s  from my mother .

My treasure is  th is  bal l .

I  l i ke soccer .

I ’m Seita .
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次
の
文
を
読
ん
で
、
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

駒こ
ま

次じ

は
、
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
年
）、
渥あ

つ

美み

郡ぐ
ん

野の

田だ

村
の
北き

た

島じ
ま

（
今
の
豊と

よ

橋は
し

市
北
島
町
）
で
生
ま
れ
た
。
小
学
校
を
四
年
で
終
え
る

と
、
す
ぐ
に
家
の
農
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
略
） 

し
か
し
、
い
く
ら
働
い
て
も
、
家
の
く
ら
し
は
楽
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
駒
次
の
家
だ
け
で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
も
同

じ
だ
っ
た
。
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
駒
次
は
、
だ
ん
だ
ん
①
あ
る
思

い
を
強
く
し
て
い
っ
た
。 

（
稲い

ね

や
麦
ば
か
り
を
作
っ
て
い
る
か
ら
、
だ
め
な
ん
だ
。） 

二
十
才
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
駒
次
は
果く

だ

物も
の

作
り
を
始
め
た
。
と
な

り
に
住
む
兄
が
、
ナ
ツ
ミ
カ
ン
を
植
え
て
い
た
の
で
、
そ
れ
以
外

の
も
の
を
と
考
え
て
、
イ
チ
ジ
ク
、
ビ
ワ
、
ナ
シ
、
モ
モ
な
ど

を
家
の
周
り
に
植
え
た
。
し
か
し
、
土
が
合
わ
な
か
っ
た
せ
い
か
、

虫
が
つ
い
た
せ
い
か
、
う
ま
く
育
た
な
か
っ
た
。 

駒
次
は
、
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
ぐ
ち
を
こ
ぼ
し
た
。 

「 

お
れ
た
ち
農
民
は
、
結
局
、
死
ぬ
ま
で
ず
っ
と
稲
や
麦
を
作
り

続
け
る
し
か
な
い
の
か
。」 

豊と
よ

川か
わ

の
つ
つ
み
を
、
冷
た
い
冬
の
風
が
ふ
き
ぬ
け
て
い
た
。
駒

次
は
、
身
を
か
が
め
て
畑
に
か
け
下
り
た
。 

そ
こ
は
、
あ
た
た
か
い
日
だ
ま
り
だ
っ
た
。
ふ
と
足
元
を
見
る
と
、

か
れ
草
の
中
に
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
が
小
さ
な
花
を
つ
け
て
い
た
。 

（
そ
う
か
。
冬
で
も
、
あ
た
た
か
け
れ
ば
植
物
は
育
つ
ん
だ
。
そ

れ
な
ら
、
ナ
ス
で
も
キ
ュ
ウ
リ
で
も
同
じ
だ
ろ
う
。
冬
に
育
て
て

春
に
売
れ
ば
、
き
っ
と
高
く
売
れ
る
。
問
題
は
、
ど
う
し
た
ら
季

節
外
れ
の
作
物
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
だ
。） 

駒
次
は
、
②
冷
た
い
風
が
当
た
ら
な
い
部
屋
を
造
ろ
う
と
思
い

立
っ
た
。 

（
昔
か
ら
、
鉢は

ち

物も
の

の
温
度
を
保
つ
の
に
は
、
油
を
引
い
た
し
ょ
う

じ
紙
を
使
っ
て
い
た
な
。） 

そ
れ
を
思
い
出
し
た
駒
次
は
、
油
を
引
い
た
し
ょ
う
じ
紙
を

使
っ
て
苗な

え

床ど
こ

を
作
り
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
の
種
を
ま
い
た
。
す
る
と
、

予
想
通
り
、
冬
だ
と
い
う
の
に
み
ご
と
に
芽
が
出
て
、
苗
が
育
っ
た
。 

「 

こ
れ
な
ら
う
ま
く
い
き
そ
う
だ
。
よ
し
、
本
ご
し
を
入
れ
て
や
っ

て
み
る
か
。」 

駒
次
の
夢
は
ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
。 

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）、駒
次
は
、家
の
ふ
ろ
場
の
南
に
、

前
よ
り
も
大
き
く
、
③
よ
り
あ
た
た
か
い
部
屋
を
造
ろ
う
と
思
っ
た
。

駒
次
が
熱
心
に
設
計
図
を
か
い
て
い
る
と
、
兄
の
子
が
の
ぞ
き
こ

ん
で
不
思
議
そ
う
に
た
ず
ね
た
。 

「
畑
に
行
か
な
い
で
、
今
度
は
何
し
て
る
の
。」 

「
あ
あ
、
こ
れ
か
。
温
室
の
絵
を
か
い
て
た
ん
だ
。」 

「
温
室
？
」 

「 

冬
で
も
あ
た
た
か
い
部
屋
の
こ
と
だ
。
海
の
向
こ
う
じ
ゃ
、
ガ

ラ
ス
張
り
の
家
の
中
で
作
物
を
育
て
る
ら
し
い
。
う
ち
に
も
、

そ
の
温
室
を
造
ろ
う
か
と
思
っ
て
。」 

「
お
じ
さ
ん
、
す
ご
い
。」 

と
こ
ろ
が
、
豊
橋
に
は
、
ガ
ラ
ス
を
売
っ
て
い
る
店
が
な
か
っ
た
。

さ
が
し
回
っ
た
駒
次
は
、
名
古
屋
の
は
く
ら
ん
会
に
使
っ
た
ガ
ラ

ス
が
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
つ
け
、
名
古
屋
へ
飛
ん
で
い
っ

た
。 ガ

ラ
ス
は
手
に
入
っ
た
も
の
の
、
次
は
、
ど
う
や
っ
て
ガ
ラ
ス
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一
　
①
あ
る
思
い
と
は
、
ど
ん
な
思
い
で
し
ょ
う
。
文
中
か
ら
二
十
一

字
で
ぬ
き
だ
し
ま
し
ょ
う
。（
句
読
点
を
含ふ

く

む
）

四
　
文
章
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

三
　
③
よ
り
あ
た
た
か
い
部
屋
に
す
る
た
め
に
さ
が
し
た
も
の
は
何
で

す
か
。

張
り
の
家
を
造
る
か
と
い
う
問
題
に
な
っ
た
。

「 
ガ
ラ
ス
だ
？
ガ
ラ
ス
が
ど
う
い
う
も
ん
か
も
知
ら
ん
の
に
、
造

り
方
な
ん
か
わ
か
る
は
ず
な
い
。
だ
れ
か
他
を
あ
た
っ
て
く
れ

よ
。」 

初
め
て
の
こ
と
で
、
大
工
に
も
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
駒
次
は
、

必
死
に
た
の
み
こ
ん
だ
。
駒
次
が
ガ
ラ
ス
を
手
配
し
、
造
り
方
も

い
っ
し
ょ
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
工
は
折
れ
て
く
れ
た
。 

そ
し
て
、
苦
労
の
末
、
ど
う
に
か
五
坪
ほ
ど
の
温
室
が
で
き
上

が
っ
た
。
初
め
て
で
き
た
温
室
で
あ
っ
た
。 

「 

お
じ
さ
ん
、聞
い
た
よ
。温
室
が
で
き
た
ら
し
い
ね
。お
め
で
と
う
。

と
こ
ろ
で
、
何
を
育
て
る
の
。」 

「 

な
に
し
ろ
、
せ
ま
い
温
室
だ
か
ら
な
。
場
所
を
と
ら
な
く
て
、

値ね

が
よ
い
も
の
が
い
い
。
い
ろ
い
ろ
考
え
た
ん
だ
が
、
サ
ン
シ
ョ

ウ
は
ど
う
か
と
思
っ
て
な
あ
。」 

駒
次
は
、
い
つ
か
豊
橋
で
食
べ
た
木
の
芽
田で

ん

楽が
く

の
上
に
の
っ
て

い
た
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
思
い
う
か
べ
て
言
っ
た
。
田
楽
の
味
を
引
き

立
て
る
サ
ン
シ
ョ
ウ
は
、
収
か
く
の
時
期
が
限
ら
れ
て
い
て
、
春

先
に
は
ま
だ
出
回
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

（
時
期
が
早
く
て
も
、
温
室
な
ら
き
っ
と
育
つ
だ
ろ
う
。） 

駒
次
は
、
温
室
で
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
さ
い
ば
い
を
す
る
こ
と
に

し
た
。
温
室
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
は
、
す
く
す
く
と
育
ち
、
予
想
通
り
、

春
先
に
収
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

さ
っ
そ
く
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
芽
を
売
り
に
い
く
と
、
八
百
屋
の
主

人
は
お
ど
ろ
い
て
声
を
あ
げ
た
。 

「 

え
え
っ
。
も
う
サ
ン
シ
ョ
ウ
が
出
た
ん
で
す
か
。
ほ
う
、
か
お

り
も
い
い
。
全
部
買
い
ま
し
ょ
う
。」 

駒
次
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
は
、
高
い
値ね

段だ
ん

で
売
れ
た
。 
 

（「
あ
い
ち
の
偉
人
」
５
「
ガ
ラ
ス
張
り
の
畑
」
愛
知
県
教
育
振
興
会
よ
り
）

二
　
②
冷
た
い
風
が
当
た
ら
な
い
部
屋
を
造
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
の
は
、

何
を
見
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
選
ん
で
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
㋐
ナ
ス
の
花 

　
㋑
キ
ュ
ウ
リ
の
花 

　
㋒
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
の
花
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①　９÷１３
４

　　　
②　９÷ ２

３

　　　
③　９÷ １０

９

　　　
④　９÷ ２

１５

１　次の計算をしましょう。

２　次の数の逆数を求めましょう。

３　商が９より大きくなるのは，①～④のどれですか。番号で答えましょう。

⑴　　　　　　　　　　　　⑵　　　　　　　　　　　　⑶

答え（　　　　　　　　）

（式）

答え（　　　　　　　　）

４　
８

５
㎡の田んぼから

１２

５
の米がとれます。１㎡で，何 の米がとれますか。

⑴　
３

８
÷
２

７
 ⑵�

９

１０
÷
１

５

⑶　
２

３
÷
８

１５
 ⑷　１２÷

４

５

⑸　
８

９
÷１６ ⑹�

１５

１４
÷１

５

７

⑺　
１

２
×
３

４
÷
７

２
 ⑻�

４

１５
÷
２０

２７
×
２

９

３

７（ ） １

６（ ） （ ）０.０１

32

　　　　月　　　　日　　　　曜日

見
本



１�　下の文で，縄
じょう

文
もん

時代についての文には㋐を，弥
や よ い

生時代についての文には㋑を，両方
の時代に当てはまる文には㋒を書きましょう。
⑴　主に狩

か

りや漁
りょう

による野山の動物，木の実，山菜，魚，貝などが食料でした。（　　）

⑵　たて穴
あな

住居という家に家族で住んでいました。　　　　　　　　　　　　（　　）

⑶　西日本を中心に米作りが広がっていきました。　　　　　　　　　　　　（　　）
⑷　代表的な遺

い

跡
せき

は，三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺跡です。　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）

⑸　代表的な遺跡は，吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡です。　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）

２�　弥生時代には，米作りが広がって，むらからくにへ発展していきました。日本の国
の成り立ちについて，次の文の（　　）に当てはまる言葉を下の から選んで

書きましょう。

倉庫の食料や種もみ，田や用水，鉄の道具などをめぐり，むらとむらで争いが
起きた。

むらの指導者が，強い力をもってむらを支配する⑴（　　　　　　　）となっていく。

⑴の中から，まわりのむらを従
したが

えてくにをつくり，⑵（　　　　　　）とよばれ

る人があらわれる。

３世紀のころには，⑸（　　　　　　　）という女王が治めた

⑹（　　　　　　　）というくにがあったと言われている。

各地の王や豪
ごう

族
ぞく

たちは，⑶（　　　　　　　）の技術や文化を

積極的に取り入れ，⑷（　　　　　　　）に役立てました。

➡
➡

➡
➡

くにづくり　　卑
ひ

弥
み

呼
こ

　　豪
ごう

族
ぞく

王　　大陸　　邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

『NHK for School』
歴史にドキリ

「卑弥呼～むらからくにへ」

もっとくわしく動画で見てみよう
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│
の
慣
用
句
の
使
い
方
が
正
し
い
文
を
三
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑹
　（
　
　
）　 

作
っ
た
プ
ラ
モ
デ
ル
を
こ
わ
さ
れ
て
、
は
ら
の
虫
が

お
さ
ま
ら
な
い
。

⑸
　（
　
　
）　
班
長
の
つ
る
の
一
声
で
問
題
は
解
決
し
た
。

⑷
　（
　
　
）　
妹
は
ほ
め
ら
れ
て
、
顔
を
く
も
ら
せ
な
が
ら
喜
ん
だ
。

⑶
　（
　
　
）　
か
わ
い
い
子
犬
の
世
話
は
、
手
が
か
か
る
。

⑵
　（
　
　
）　 

演
技
が
始
ま
る
と
、
会
場
は
い
ば
ら
の
道
の
よ
う
に

静
ま
り
返
っ
た
。

⑴
　（
　
　
）　
自
転
車
を
買
っ
て
も
ら
い
、
目
が
回
る
ほ
ど
喜
ん
だ
。

次
の
部
首
の
名
前
を
（
　
　
　
）
の
中
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

同
じ
部
首
の
仲
間
を
ふ
く
む
漢
字
を

に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

ご

か

い

（

）

⑵

う

ち

ゅ

う

し
ゅ
う
き
ょ
う

つ

う

や

く

け

い

ご

（

）

⑶

き
ょ
う
て
き

（

）

慣か
ん

用よ
う

句く

と
は
、
二
つ
以
上
の
語
が
結
び
つ
い
て
、
特
別
な
意
味
に

な
る
言
い
回
し
の
こ
と
で
す
。
慣
用
句
に
は
、
体
の
部
分
を
使
っ
た

も
の
や
、
生
き
物
の
名
前
を
使
っ
た
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
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たて，よこの問題を解いて，下のクロスナンバーパズルを完成させましょう。

（１マスに１つの数字が入ります。）

たて

①　四千八百六
②　底辺１２cm，高さ７cmの三角形の
面積

③　１個１００円の消しゴム４個，１本
２０円のえんぴつ１２本買ったときの

代金

⑤　８km７２m＝　　m
⑥　４０－８
⑦　１０００÷２－３×７

よこ

①　４１.６７２を一の位までの概
がい

数
すう

であら

わすと

②　０.４は０.０１を 個あわせた数

③　４０×１.５５
④　１５個で２７０円のクッキーは，
　１個 円

⑤　面積が４２００㎡の平行四辺形の底辺
は５０ｍ。高さは ｍ。

⑥　１時間＝ 秒

⑧　９９００００㎠＝ ㎡

⑨　２２０÷３２＝６余り

① ②

④ ③

⑤ ⑦

⑥

⑧

⑨
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１�　日本各地には，下の絵のような，小山のように大きな古
こ

墳
ふん

とよばれる遺
い

跡
せき

が残っ

ています。古墳について，⑴～⑷の（　　　）の正しい言葉に◯をつけましょう。

２　次の⑴～⑹の（　　）にあてはまる言葉を下の から選んで書きましょう。

この時代の近
きん

畿
き

地方には，力の大きな豪族（王）たちが早くから現れ，それぞれの国

を治めていた。その中で，大
や ま と

和地方に，より大きな力をもつ国が現れた。この国の中心

になった王を，（⑴　　　　　　　）といい，この国の政府を（⑵　　　　　　　）と
よぶ。この政府は，５～６世紀ごろには，（⑶　　　　　　　）地方から東北地方南部
までの豪族や王たちを従えた。このころ中国や朝鮮半島から，漢字や（⑷　　　　　　　）
などの新しい文化が伝わった。

また，８世紀ごろには，（⑸　　　　　　　）や（⑹　　　　　　　）といった書物
が天皇の命令で作られた。

古墳を築くには，長い時間と多くの人数が必要

なので，古墳の大きさが大きいほど，王や豪族の

力の大きさが⑶（　大きかった ・ 小さかった　）
といえるでしょう。

図のような形をした古墳を⑷（　前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

 ・ 

円
えん

墳
ぷん

　）といいます。前の方が四角く，後ろの方

が円い形なのでそうよばれています。

古墳が作られた当時は，表面に石がしきつめら

れ，たくさんの⑵（　銅像 ・はにわ　）が並んで
いたと考えられています。

巨巨
き ょき ょ

大大
だ いだ い

古古
ここ

墳墳
ふ んふ ん

  と と 国土の統一国土の統一

古墳は，３～７世紀ごろに各地で勢力を広げ，国を

つくりあげた王や豪族の⑴（　公園 ・ 墓　）です。

大
やま

和
と

朝
ちょう

廷
てい

（大
やま

和
と

政
せい

権
けん

）　　　関東　　　大
おお

王
きみ

（天
てん

皇
のう

）

古
こ

事
じ

記
き

　　　九州　　　仏教　　　日
に

本
ほん

書
しょ

記
き

　　　貴
き

族
ぞく

36

　　　　月　　　　日　　　　曜日

見
本



１　次の登場人物の話の内容について表しているものを から選び，（　　）に
㋐～㋒の記号で答えましょう。
⑴　

⑵

⑶

２　次の質問に答えましょう。例を参考にして，□の部分は，自分のことを書きましょう。

㋐ ㋑ ㋒

What time usually go to bed?
（あなたはいつも何時にねますか。）

〈例〉 I usually go to bed at nine p.m.

I usually watch soccer games on Sundays.

I usually get up at six on Saturdays.

I usually play the piano on Fridays.

（　　　）

（　　　）

（　　　）

【time（時間）】　seven（７時）　eight（８時）　nine（９時）　ten（１０時）

eleven（１１時）　twelve（１２時）　p.m.（午後）　a.m.（午前）

37

　　　　月　　　　日　　　　曜日

見
本



２　線対称な図形，点対称な図形をかきましょう。

１　右の図は，点Ｏを中心とした，点対
たい

称
しょう

な

図形です。

⑴　点Ｅと対応する点はどれですか。

　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

⑵　点Ｈと対応する点はどれですか。

　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

⑶　直線ＢＣと対応する直線はどれですか。

　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

⑷　直線ＥＤと対応する直線はどれですか。

　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

⑸　対応する二つの点を結ぶ直線ＣＧと直

線ＡＥはどこで交わりますか。

　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

⑹　対称の中心点Ｏから対応する二つの点Ｃ，点Ｇまでの長さはどうなっていますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

⑴　直線ＡＢが対称の軸になる線対称
な図形

⑵　点Ｏが対称の中心になる点対称な図形

Ａ

Ｂ

Ｏ
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⑷　打楽器　　・　　　　　・ティンパニ　・　　　　　　　　・

⑵　木管楽器　・　　　　　・バイオリン　・　　　　　　　　・

３　オーケストラは，弦
げん

楽
がっ

器
き

，木
もっ

管
かん

楽
がっ

器
き

，金
きん

管
かん

楽
がっ

器
き

，打
だ

楽
がっ

器
き

による演そう形態です。

主な楽器の種類と楽器を　　　　で結びましょう。　

⑴　弦楽器　　・　　　　　・クラリネット・　　　　　　　　・

４　次の音をリコーダーでふくとき，どのあなをふさげばよいでしょう。リコーダーの

あなに色をぬりましょう。

⑴

⑴

⑵

⑵

⑶

⑶

……開ける

……ふさぐ

……少し開ける

１　次の曲は，何分の何びょうしですか。（　　）の中に書きましょう。

２　速度記号について，（　　　　）に合う言葉や数字を書きましょう。

　♩＝１１２は，「（　　分間）に（　　分音符）を（　　　　）打つ速さで演そうする」

という意味です。

⑴

⑵

（ ）
（ ）

⑶　金管楽器　・　　　　　・チューバ　　・　　　　　　　　・

ファ♯

ソ♯

シ♭
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そ
れ
に
　
　
　
だ
か
ら
　
　
　
し
か
し

の
で
　
　
　
が
　
　
　
し

ア
　
そ
の
ほ
か
に
は
な
い
と
い
う
意
味

イ
　
そ
の
ほ
か
に
も
あ
る
と
い
う
意
味

ウ
　
思
っ
た
よ
り
多
い
と
い
う
意
味

エ
　
思
っ
た
よ
り
少
な
い
と
い
う
意
味

　
⑴ 

出
か
け
た
兄
を
急
い
で
追
い
か
け
た
。（
　
　
　
　
　
）、

　
　
追
い
つ
け
な
か
っ
た
。

　
⑴ 

出
か
け
た
兄
を
急
い
で
追
い
か
け
た
（
　
　
　
　
）、
追
　

　
い
つ
け
な
か
っ
た
。

　
⑵ 

雨
が
降ふ

っ
た
。（
　
　
　
　
　
）、
遠
足
が
延え

ん

期き

に
な
っ
た
。

　
⑵ 

雨
が
降ふ

っ
た
（
　
　
　
　
）、
遠
足
が
延え

ん

期き

に
な
っ
た
。

　
⑶ 

兄
は
サ
ッ
カ
ー
が
得
意
だ
。（
　
　
　
　
　
）、
ピ
ア
ノ
も

　
上
手
だ
。

　
⑶ 
兄
は
サ
ッ
カ
ー
が
得
意
だ
（
　
　
　
　
）、ピ
ア
ノ
も
上
手
だ
。

二
　（
　
　
）
の
中
に
入
る
、
文
と
文
を
つ
な
ぐ
言
葉
を

か
ら
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

三
　
二
の
⑴
か
ら
⑶
は
一
つ
の
文
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
つ
の
文
に
す
る
に
は
（
　
　
）
の
中
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を

入
れ
た
ら
よ
い
か
、

か
ら
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

一
　
次
の
文
の
　
　
　
を
引
い
た
言
葉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
意
味
を

そ
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

か
ら
選
ん
で
記
号
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

　
⑴ 

家
か
ら
学
校
ま
で
歩
い
て
二
十
分
も
か
か
る
。
　 

　（
　
　
　
）

　
⑵ 

家
か
ら
学
校
ま
で
歩
い
て
二
十
分
し
か
か
か
ら
な
い
。（
　
　
　
）

　
⑶ 

お
や
つ
に
ク
ッ
キ
ー
だ
け
食
べ
た
。
　
　
　
　
　 

　（
　
　
　
）

　
⑷ 

お
や
つ
に
ク
ッ
キ
ー
も
食
べ
た
。
　
　
　
　
　
　
　 
（
　
　
　
）
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一
　
次
の
⑴
〜
⑶
の
文
章
の
表
し
方
と
し
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
を

か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
⑴
　
い
つ
も
よ
り
十
五
分
お
そ
く
起
き
た
。
そ
し
て
、
学
校
に
着
く
の
が
お
く
れ
た
。

　
⑵
　
い
つ
も
よ
り
十
五
分
お
そ
く
起
き
た
。
だ
か
ら
、
学
校
に
着
く
の
が
お
く
れ
た
。

　
⑶
　
学
校
に
着
く
の
が
お
く
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
い
つ
も
よ
り
十
五
分
お
そ
く
起
き
た
か
ら
だ
。

二 

　
原
因
と
結
果
の
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
文
章
で
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
⑴
と
⑵
の
文
章
の
（
　
　
　
　
）
の

中
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
入
れ
る
と
よ
い
か
、

か
ら
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
⑴
　
毎
日
野
球
の
練
習
を
し
た
。（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）、
試
合
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
て
た
。

　
⑵
　
試
合
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
。（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）、
毎
日
野
球
の
練
習
を
し
た
か
ら
だ
。

ア
　
原
因
と
結
果
の
関
係
を
表
し
て
、
二
つ
の
出
来
事
を
示
し
て
い
る
。

イ
　
結
果
を
先
に
示
し
、
原
因
を
後
か
ら
示
し
て
い
る
。

ウ
　
二
つ
の
出
来
事
を
、
起
こ
っ
た
順
に
並
べ
て
示
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
　
　
し
か
し
　
　
だ
か
ら
　
　
ま
た
　
　
と
こ
ろ
で
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一

　
　
　
　
　
を
漢
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

⒇
せ
い
じ
つ

⒆
ら
く
よ
う
じ
ゅ

足
を
ふ
し
ょ
う
す
る

⒄

⒃
ぎ
ろ
ん

⒅
そ
う
り
つ
記
念
日

⒂
ざ
っ
し

⒁
き
ゅ
う
い
ん

⑿
め
い
ろ
う
な
性
格

テ
ス
ト
た
い
さ
く

⑾

⒀
か
ん
り
ゃ
く
か

⑸
そ
ん
ざ
い

⑷
す
い
そ
く

⑵
時
間
げ
ん
し
ゅ

⑴
世
界
い
さ
ん

か
い
か
く

⑶

⑽
り
ん
じ
れ
っ
し
ゃ

し
ん
こ
く
な
問
題

⑼

⑺
か
た
み
ち

⑹
せ
ん
が
ん

⑻
く
ち
べ
に

二
　
次
の
　
　
　
　
　
　
　
に
漢
字
と
送
り
が
な
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
日
が

　
　
　
⑵
　

子
ど
も
　
　
　
⑶
　
卵
を

く
れ
る

お
さ
な
い

わ
る
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一
　
次
の
言
葉
の
前
に
、
下
の
　
　
　
の
中
か
ら
接
頭
語
を
選
ん
で
書

き
ま
し
ょ
う
。

二
　
次
の
漢
字
に
つ
く
接
尾
語
を
　
　
　
の
中
か
ら
選
ん
で
書
き
ま

し
ょ
う
。

⑴

意
味

⑵

常
識

⑴
　
あ
の
ま
ん
画
が
つ
い
に
映
画
　
　
　
さ
れ
た
。

⑶

解
決

⑷

事
故

⑵
　
自
転
車
の
安
全
　
　
　
を
確
か
め
る
。

⑸

提
出

⑹

必
要

⑶
　
意
欲
　
　
　
に
取
り
組
む
。

無未不非性的化

　  

に
入
る
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
つ
の
二
字
熟
語
が
で
き
ま
す
。

⑴

対天

強

地

⇩

⇩

⇨⇨

⑵

練未

習

語

⇩

⇩

⇨⇨

⑶

流満

黒

風

⇩

⇩

⇨⇨

⑷

度秘

親

着

⇩

⇩

⇨⇨

⑸

口負

軽

心

⇩

⇩

⇨⇨

⑹

理反

討

争

⇩

⇩

⇨⇨
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⑴　９人が乗っていたバスから　人が降りたので，残りの乗客は　人になりました。

式（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　半径が　㎝の円の，円周の長さは　㎝です。

式（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑶　１個　円のガムを５個と，１２０円のジュースを１本買った代金は　円でした。

式（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑷　５００円もって買い物に行き，１本　円のえんぴつを４本買ったので，残金は
　円になりました。

式（　　　　　　　　　　　　　　　）

２　同じ値
ね

段
だん

のおかしを８個買い，４０円の箱に入れてもらいました。

⑴ 　おかし１個の値段を 円，全部の代金を 円として， と の関係を式に表しま

しょう。

 式（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　⑴の式で， の値が３０のときの の値を求めましょう。

　　　（式）

 答え（　　　　　　　　）

⑶ 　代金が６００円のとき，おかし１個の値段は何円ですか。
　　　　（式）

 答え（　　　　　　　　）

１　次の　と　の関係を式に表しましょう。
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１　下の図は，人の体の中のおもな臓
ぞう

器
き

を表したものです。次の問いに答えましょう。

２　吸
す

う空気とはいた空気の違いをいろいろな方法

で調べました。次の問いに答えましょう。

⑴　調べる方法には２つあります。図の A，Bは
　それぞれ，何を使っていますか。

　Ａ（　　　　　　　　　　　　）

　Ｂ（　　　　　　　　　　　　）

⑵　Ａの方法では，はいた空気のふくろをふると，
白くにごりました。それは，なぜでしょう。

　①口からこう門までの食べ物の通り道

　　（　　　　　　　　　　）

　②だ液，胃
い

液，腸
ちょう

液などの液

　　（　　　　　　　　　　）

⑶　次の名前を書きましょう。

Ａ Ｂ

はく空気

⑵　口から取り入れた食べ物が移動していく順番に，㋐～㋓をならべましょう。

㋑

㋔

㋓

㋐

㋒

⑴　図の㋐～㋔の部分の名前を書きましょう。

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔

吸
す

う空気

『NHK for School』
ふしぎ情報局

「流れる血液」
もっとくわしく動画を

見てみよう
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１　次の計算をしましょう。

２　 ３
５
ｍのテープがあります。

３

１０
ｍずつに切ると，何本のテープができますか。

　　（式）

 答え（　　　　　　　　）

３�　１時間あたり １２
７
㎥の水が流れる水道のじゃ口があります。

１

６
時間水を出しっ

放しにすると，何㎥の水がたまりますか。

　　（式）

 答え（　　　　　　　　）

⑴　１
３
×４ ⑵　４

５
×
１

３

⑶� ７
１２
×
６

１４
 ⑷　２５

８
×５

１

３

⑸　５
８
÷４ ⑹　３

５
÷
１

７

⑺　６
５
÷
３

１０
 ⑻　５÷ ５

８
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手洗いをしよう

１　知らせたい内容を考えましょう。

２　どんな構
こう

図
ず

にするか考えましょう。

３　下の枠
わく

の中に，ポスターをかいてみましょう。（どちらの枠
わく

でもかまいません。）

（例）「手洗いをしよう」（保健委員会）

（　　　　　　　委員会）

文字と絵の配置・
大きさ・向きなどを
工夫してみましょう。

見る人に的
てき

確
かく

に伝わる言葉や
絵を決めたら，色やデザインも
考えて，ていねいにかきましょう。

手洗いをしよう手洗いをしよう

保健委員会

委員会からのお知らせを伝える
ポスターをかこう
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小学校生活最後の夏休み，たくさんの思い出をつくることができたでしょうか。夏休

みの最初に立てためあては達成できましたか。夏休みをふり返ってみましょう。

○　これからの目標

　夏休みの反省をもとに，これからの目標を決めましょう。

○　学習，生活，手伝い，運動について，ふり返り，できたことや楽しかったことなど 

　を書きましょう。

★学習

★手伝い

★生活

★運動

学 習

生 活
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「
化
学
」
と
い
う
言
葉
を
広
め
、
日
本
の
近
代
化
を
支さ

さ

え
た
男
が
い
た
。
そ
の

男
の
武ぶ

器き

は
、
人ひ

と

一い
ち

倍ば
い

旺お
う

盛せ
い

な
好こ

う

奇き

心し
ん

、
そ
し
て
、
好
き
な
こ
と
に
対
す
る
熱ね

つ

意い

と
努ど

力
り
ょ
く

で
あ
っ
た
。

丹た
ん

鶴か
く

丸ま
る

一
八
五
九
年
（
安
政
六
年
）、
古
く
か
ら
の
友
人
で
、
紀き

州
し
ゅ
う

藩は
ん

（
今
の
和わ

歌か

山や
ま

県
）
に
勤つ

と

め
て
い
る
洋
学
者
の
柳や

な

河が
わ

春
し
ゅ
ん

三さ
ん

が
、
鉱こ

う

之の

進し
ん

（
後
の
宇う

つ
の
み
や

都
宮

三さ
ぶ
ろ
う郎
）
の
も
と
に
か
け
こ
ん
で
き
た
。

「
久ひ

さ

し
ぶ
り
じ
ゃ
な
い
か
。
改

あ
ら
た

ま
っ
て
ど
う
し
た
ん
だ
。」

「
実
は
、
紀き

州
し
ゅ
う

が
新
し
く
造つ

く

っ
た
帆は

ん

船せ
ん

『
丹た

ん

鶴か
く

丸ま
る

』
が
か
た
む
い
て
し
ま
っ
て

ね
。
修

し
ゅ
う

理り

す
る
人
を
探さ

が

し
て
い
る
ん
だ
が
、
宇う

つ
の
み
や

都
宮
君
に
お
願ね

が

い
で
き
な

い
か
。」

好こ
う

奇き

心し
ん

の
強
い
、
鉱こ

う

之の

進し
ん

は
、
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
興

き
ょ
う

味み

が
わ
い
て
き
た
。

「
船
を
直
す
ど
こ
ろ
か
造つ

く

っ
た
こ
と
も
な
い
が
…
…
。
わ
た
し
で
よ
け
れ
ば
、

ぜ
ひ
や
ら
せ
て
く
れ
。」

修
理
を
引
き
受
け
る
と
、
軍ぐ

ん

艦か
ん

教
き
ょ
う

授じ
ゅ

所し
ょ

の
教
授
を
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
万ま

ん

次じ

郎ろ
う

の
所
へ
向
か
っ
た
。

「
船
が
横
だ
お
し
に
な
る
原げ

ん

因い
ん

は
、
何
だ
ろ
う
か
。」

「
も
し
か
す
る
と
、
帆ほ

柱
ば
し
ら

の
位い

置ち

が
高
す
ぎ
る
の
か
も
し
れ
な
い
な
。
そ
れ
に
、

お
も
り
も
つ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
船
の
つ
り
合
い
に
も
問
題
が
あ

り
そ
う
だ
。」

「
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
な
ら
、
重
心
を
う
ま
い
こ
と
調

ち
ょ
う

整せ
い

す
れ
ば
、
つ
り
合
い
が

と
れ
る
は
ず
だ
。」

万
次
郎
に
船
を
造
っ
た
り
操そ

う

縦
じ
ゅ
う

し
た
り
す
る
た
め
の
要よ

う

点て
ん

を
い
く
つ
か
教
え

て
も
ら
い
、
鉱こ

う

之の

進し
ん

は
紀き

州
し
ゅ
う

の
新し

ん

宮ぐ
う

（
今
の
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

新し
ん

宮ぐ
う

市し

）
に
出
か
け
た
。

身
に
つ
け
た
知ち

識し
き

を
も
と
に
丹た

ん

鶴か
く

丸ま
る

を
造つ

く

り
直
し
た
。
み
ご
と
じ
ょ
う
ぶ
な

船
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
丹た

ん

鶴か
く

丸ま
る

で
、
新し

ん

宮ぐ
う

か
ら
江え

戸ど

ま
で
試し

験け
ん

航こ
う

海か
い

し
、
修

し
ゅ
う

理り

の
確た

し

か
さ
を
証

し
ょ
う

明め
い

し
た
。
船
の
操そ

う

縦
じ
ゅ
う

も
、
初は

じ

め
て
の
鉱こ

う

之の

進し
ん

が
行
っ
た
。

江え

戸ど

の
港
に
着
い
た
時
、
そ
の
様
子
を
た
ま
た
ま
見
て
い
た
勝か

つ

海か
い

舟
し
ゅ
う

が
、
鉱こ

う

之の

進し
ん

の
も
と
に
走
っ
て
き
た
。

「
宇う

つ
の
み
や

都
宮
さ
ん
で
す
ね
。
砲ほ

う

術
じ
ゅ
つ

の
達た

つ

人じ
ん

と
は
お
聞
き
し
て
ま
し
た
が
、
船
の
操そ

う

縦
じ
ゅ
う

も
お
み
ご
と
で
す
な
。
い
つ
か
ら
船
に
乗
っ
て
い
た
ん
で
す
か
。」

「
こ
の
二
月
か
ら
で
す
。」

「
今
回
の
航こ

う

海か
い

に
つ
い
て
で
は
な
く
、
い
つ
、
ど
な
た
か
ら
船
に
つ
い
て
教

わ
っ
た
の
か
お
聞
き
し
た
ん
で
す
。」

「
は
い
。
で
す
か
ら
、
丹た

ん

鶴か
く

丸ま
る

を
直
す
に
あ
た
っ
て
、
初
め
て
船
に
つ
い
て
学

ん
だ
の
で
す
。」

「
な
ん
と
！
そ
れ
は
、
す
ば
ら
し
い
。」

「
な
に
ご
と
も
、
※

好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
、
で
ご
ざ
い
ま
す
な
。」

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
鉱こ

う

之の

進し
ん

は
、
勝か

つ

海か
い

舟
し
ゅ
う

と
も
親
交
を
深
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

※ 
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
＝
人
は
、
好
き
な
こ
と
に
は
熱ね

っ

心し
ん

に
取
り
組

む
も
の
で
、
上
達
が
早
い
と
い
う
こ
と
。

 

（「
あ
い
ち
の
偉
人
」
⑤
　
愛
知
県
教
育
振
興
会
よ
り
）

好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ

宇う

つ

の

み

や

都
宮
三さ

ぶ
ろ
う郎

　　　　月　　　　日　　　　曜日
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